
H18（2006）.4.13

1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

●日本遺産認定『北前船寄港地・船主集落』……2ページ
●歯と口の健康週間……………………………8ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 20ページ

●くらしの情報……………………………… 22ページ 6
新温泉町広報
－平成30年6月号－

vol.153

6 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ふるさとの未来へ“つなぐ”まちづくり‐

　5月 24日に新温泉町で初めての日本遺産として認定された『北前船寄港地・船主集落』。そのストー
リーを構成する文化財の一つである「龍満寺（諸寄）」の敷地内にある明星認定こども園では、園児た
ちも北前船と諸寄港の歴史に触れ、手作りの旗で認定を祝いました。
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H30（2018）.6.14

広報しんおんせん（6月号）

町政のうごきから

　
「
日
本
遺
産
」
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
、
わ
が
国
の
文
化
や
伝
統
を
語
る
“
ス
ト
ー
リ
ー
”

を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

5
月
24
日
、
昨
年
4
月
に
文
化
庁
が
日
本
遺
産
と
し
て

11
市
町
を
認
定
し
た
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡

い
だ
異
空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～
」
に
つ
い
て
、
新
温
泉
町
を
含
む
27
市
町
が
追

加
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
本
町
で
初
め
て
の
日
本
遺
産
認
定
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
認
定
市
町
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
町
内
の
日
本
遺
産
構
成
文
化
財
や
関
係
す

る
観
光
資
源
等
を
多
彩
に
組
み
合
わ
せ
た
周
遊
ル
ー
ト
づ
く
り
や
観
光
物
産
の
開
発

な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
観
光
振
興
に
向
け
た
各
種
事
業
を
展
開
し
、

知
名
度
の
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

祝 ! 日本遺産認定
『 北前船

ぶ ね

寄港地・船主集落　諸寄港 』

認
定
さ
れ
た
日
本
遺
産
の
概
要

◇
タ
イ
ト
ル

　

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い

だ
異
空
間　

～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主

集
落
～

◇
ス
ト
ー
リ
ー

　

日
本
海
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は
、
山

を
風
景
の
一
部
に
取
り
込
む
港
町
が

点
々
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
港

に
通
じ
る
小
路
が
随
所
に
走
り
、
通
り

に
は
広
大
な
商
家
や
豪
壮
な
船
主
屋
敷

が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寺
社
に
は

奉
納
さ
れ
た
船
の
絵
馬
や
模
型
が
残

り
、
京
な
ど
遠
方
に
起
源
が
あ
る
祭
礼

が
行
わ
れ
、
節
回
し
の
似
た
民
謡
が
唄

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
港
町
は
、

荒
波
を
越
え
、
動
く
総
合
商
社
と
し
て

巨
万
の
富
を
生
み
、
各
地
に
繁
栄
を
も

た
ら
し
た
北
前
船
の
寄
港
地
・
船
主
集

落
で
、
時
を
重
ね
て
彩
ら
れ
た
異
空
間

と
し
て
今
も
人
々
を
惹
き
つ
け
て
や
み

ま
せ
ん
。

◇
構
成
市
町
（
38
市
町
）

（
平
成
29
年
4
月
28
日
認
定
）
11
市
町

…
函
館
市
、
松
前
町
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深

浦
町
、
秋
田
市
、
酒
田
市
、
新
潟
市
、

長
岡
市
、
加
賀
市
、
敦
賀
市
、
南
越
前

町（
平
成
30
年
5
月
24
日
認
定
）
27
市
町

…
小
樽
市
、
石
狩
市
、
野
辺
地
町
、
能

代
市
、
男
鹿
市
、
由
利
本
荘
市
、
に
か

ほ
市
、
上
越
市
、
佐
渡
市
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
小
松
市
、
輪
島
市
、
小
浜
市
、

坂
井
市
、
宮
津
市
、
大
阪
市
、
神
戸
市
、

洲
本
市
、
赤
穂
市
、
高
砂
市
、
新
温
泉

町
、
鳥
取
市
、
浜
田
市
、
倉
敷
市
、
呉

市
、
尾
道
市
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北
前
船
と
は

　

江
戸
時
代
、
北
海
道
・
東
北
・
北
陸

と
西
日
本
を
結
ん
だ
西
廻
り
航
路
は
経

済
の
大
動
脈
で
あ
り
、
こ
の
航
路
を
利

用
し
た
商
船
は
『
北
前
船
（
き
た
ま
え

ぶ
ね
）』と
呼
ば
れ
ま
し
た
。北
前
船
は
、

米
を
は
じ
め
と
し
た
物
資
の
輸
送
か
ら

発
展
し
、
船
主
自
身
が
寄
港
地
で
仕
入

れ
た
多
種
多
様
な
商
品
を
、
別
の
寄
港

地
で
販
売
す
る
買
い
積
み
方
式
に
よ
り

利
益
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
「
動
く
総
合

商
社
」
と
形
容
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

海
沿
岸
を
中
心
に
残
る
数
多
く
の
寄
港

地
・
船
主
集
落
は
、
北
前
船
の
壮
大
な

世
界
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

北
前
船
と
諸
寄
港

　

諸
寄
を
流
れ
る
大
栃
川
の
上
流
は
、

花
崗
岩
質
の
た
め
、
諸
寄
の
浜
は
殊
の

ほ
か
白
く
輝
き
、
古
く
か
ら
“
雪
の
白

浜
”
と
し
て
名
高
く
、
古
典
・
和
歌
な

ど
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
寄
港
に
は
、
昭
和
初
期
ま

で
天
皇
家
久
邇
宮
家
の
避
暑
別
荘
も

建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

諸
寄
港
は
、
扇
の
要
の
部
分
を
北
側

の
海
に
し
て
、
扇
が
開
い
た
よ
う
に
湾

が
広
が
る
天
然
の
良
港
と
な
っ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
か
ら
、
諸
寄
は
北
前
船

の
上
り
下
り
の
風
待
ち
潮
待
ち
の
大
湊

と
し
て
栄
え
、
諸
寄
港
か
ら
は
海
産
物

や
諸
寄
砥
石
な
ど
が
船
積
み
さ
れ
ま
し

た
。船
の
出
入
り
と
と
も
に「
ヒ
ト
」「
モ

ノ
」
が
行
き
交
い
、
全
国
の
多
く
の
文

　

日
本
遺
産
認
定
を
記
念
し
て
、「
北
前

船
」
に
関
す
る
資
料
な
ど
の
展
示
を
行
い

ま
す
。 

ま
た
、
日
本
遺
産
の
構
成
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
「
為
世
永
神
社
」
の
例

祭
（
7
月
14
日
、
15
日
）
や
、
但
馬
三
大

祭
の
一
つ
で
あ
る
川
下
祭
り
（
7
月
14
日

～
16
日
）
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
祭
り
や
麒
麟
獅
子
舞
に
関
す
る
展
示

を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
16
日（
土
）～
７
月
18
日（
水
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

日
本
遺
産
認
定
記
念
展

化
が
混
流
し
、
地
域
の
人
々
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
に
諸
寄
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
か
ら
は
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
の
歌
人
・
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
純
孝
や
異
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
日
本
画
家
・

谷
角
日
沙
春
、
社
会
教
育
家
・
篠
原
無

然
、
日
本
画
家
で
障
が
い
者
教
育
を
支

援
し
た
藤
田
威
、
曹
洞
宗
の
名
僧
・
玄

楼
和
尚
な
ど
、
近
隣
に
は
希
に
み
る
多

く
の
文
化
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
画
家
を
輩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
し
て
い
ま

す
。

浜
は
　
有
度
浜
　
長
浜
　
吹
上
の
浜
　

　
打
出
の
浜
　
　
も
ろ
よ
せ
の
浜
　
　

　
　
千
里
の
浜
　
広
ふ
思
ひ
や
ら
る

（
枕
草
子
）

但
馬
な
る
　
雪
の
白
浜
　
も
ろ
よ
せ
に

　
思
ひ
し
も
の
を
　
人
の
と
や
見
ん

（
古
今
六
帖
）

但
馬
の
や
　
く
ぐ
ひ
の
あ
と
を

　
今
日
み
れ
ば
　
雪
の
白
浜

　
　
し
ろ
く
て
は
み
し
　 

（
蜻
蛉
日
記
）

前田純孝

篠原無然

日本遺産認定を記念して、
役場本庁舎に懸垂幕を設置

復元北前型弁才船「みちのく丸」（野辺地町提供）



③為
い

世
よ

永
なが

神社船絵馬
北前船の船主や船乗りが航海安全を祈
願して為世永神社に奉納した船絵馬
で、現在は八坂神社社務所に保存。

②諸
しょこくさんりゅうまんじ

谷山龍満寺
諸寄港沖で難波した北前船の乗組員た
ちを弔った寺院。玄楼和尚が建てた龍
宮造りの山門が目印。

①北前船係留杭跡
北前船が安全に入港・出港する際に利
用した杭の跡。塩谷と日和山下にある。
（下の写真は、塩谷北前船係留杭跡）

②

①

④

⑤

③

日本遺産『 北前船寄港地・船主集落 』　 　新温泉町の構成文化財について

 諸寄漁港
セリ場駐車場

 JR 諸寄駅 

 諸寄基幹
 集落センター 



⑪北前船船名額（※個人所有）
廻船問屋をしていた石塚家の北前船に
掲げられていた船名や祝語を記した額。

⑩北前船航路図（※個人所有）
北前船の船頭をしていた日浦家に伝わ
る航路図。

⑨日
ひ よ り や ま

和山
北前船の船乗りたちが出港前に日和を
見た場所。常夜灯の一部が現存する。

⑥為
い

世
よ

永
なが

神社
北前船の船主や船乗りたちが航海の安
全を祈願した神社。全国の船主が寄進
した玉垣、灯籠がある。

①・⑨

⑥・⑦

⑧

⑤道盛家母屋（※非公開）
北前船で財をなした廻船問屋・
道盛家の邸宅。

⑦ 為
い

世
よ

永
な が

神社例祭（祇園祭・麒麟獅子舞）
北前船で財をなした廻船問屋たちが財政
支援し、現代まで伝えられている京都祇
園祭に由来する祭礼（毎年 7月 14日、
15日）。

④東
ひがし

藤田家母屋
北前船で財をなした廻船問屋・藤田家
の邸宅。町内の地域おこし協力隊の起
業第１号として、藤田光雲さんが築約
130年の母屋を改装し、宿泊や休憩利
用ができる「ゲストハウス東藤田邸」と
して５月13日に開業。

「ゲストハウス東藤田邸」内覧会の様子

日本遺産『 北前船寄港地・船主集落 』　 　新温泉町の構成文化財について

⑧中
ちゅう

藤田家母屋（※非公開）
北前船で財をなした廻船問屋・藤田家
の邸宅。日本画家・藤田威の生家。
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第 31 回  麒麟獅子マラソン大会

最初の競技は、3㌔の部。役場前を元気いっぱいにスタート！

沿道からの多くの声援を力に、しおかぜ通りでラストスパート !!
参加した子どもたちは、それぞれが自分の力を精一杯発揮しました。

　5 月 27 日、「第 31 回麒麟獅子マラソン大会」が開催されました。全国各地から過去最多の 3,236 人の
ランナーが集まり、初夏の日本海の潮風を受けながら健脚を競いました。
　大会は、役場前のしおかぜ通りをスタートし、浜坂県民サンビーチから岸田川沿いへと続く、３㌔、５㌔、
10㌔、ハーフの４コース（性別、年齢で 26 部門）があり、今年は 5 歳から 97 歳までの方が参加。ランナー
は、晴天の下で沿道の声援を受けながら、自分のペースでゴールを目指していました。

▼問合せ　生涯教育課　℡ 82-5629

松林の沿道では、浜坂高校吹奏楽部がボランティア演奏。軽快なメ
ロディーを響かせ、頑張るランナーを後押し。

これまで田井で折り返していた 10㌔の部は、
対田での折り返しコースに変更されました。
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町
内
参
加
者
の　
　

　
　
　

入
賞
者
一
覧　

  

（
各
部
門
の
10
位
ま
で
）

※
敬
称
略
。
順
位
、
氏
名
、
タ
イ
ム
の

順
に
記
載
。

◎
男
子

◇
ハ
ー
フ

▼
60
歳
以
上　

⑨　

松
岡　

継
文　

1
時
間
35
分
3
秒

◇
10
㎞

▼
16
～
29
歳　

⑨　

牧
谷　

拓
耶　
　
　
　

42
分
39
秒

◇
5
㎞

▼
中
学
生
～
29
歳　

⑧　

加
藤　

義
規　
　
　
　

18
分
41
秒

◎
男
女
共
通

◇
3
㎞

▼
5
歳
～
小
学
生　

④　

森
上　

璃
子　
　
　
　

11
分
58
秒

⑨　

岡
野　

駿
斗　
　
　
　

12
分
22
秒

▼
中
学
生
以
上　

③　

川
東　

翔
馬　
　
　
　

10
分
31
秒

⑦　

諸
道　

竜
馬　
　
　
　

11
分
12
秒

⑩　

谷
口　

隆
元　
　
　
　

11
分
35
秒

1,470 人が参加したハーフの部。スタート直後は、
しおかぜ通りがランナーで埋め尽くされました。

心地よい潮風を受け、白砂青松の海岸線を疾走。

見事に完走！疲労の中にも溢れる充実感。

疲れたランナーを癒す、新温泉町いずみ
会の美味しい鰯団子汁多くの参加者が、宇都野神社麒麟獅子舞を堪能。

お楽しみ抽選会で鮮
魚や但馬牛など豪華
賞品をゲット ！
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新
温
泉
町
の
主
な
取
組

に
つ
い
て

◆
『
こ
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か
な
歯
を

考
え
る
会
』
を
毎
年
開
催

　

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で

の
歯
・
口
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
町
内
の
歯
科

医
師
、
保
育
教
諭
、
養
護

教
諭
、
歯
科
衛
生
士
、
こ
ど
も
教
育
課

担
当
者
、
保
健
師
等
が
情
報
の
共
有
や

課
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
個
人
、
家

庭
、
認
定
こ
ど
も
園
、
学
校
、
行
政
の

役
割
を
明
確
に
し
、
町
の
子
ど
も
た
ち

の
歯
・
口
が
よ
り
よ
い
方
向
に
い
く
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
と
お
や
つ
の
与

え
方
等
を
啓
発

▽
１
歳
児
、
２
歳
児

歯
科
相
談
で
は
、

歯
の
染
出
し
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
や
仕
上
げ
磨
き

の
徹
底
な
ど
を
保
護
者
に
す
す
め
て

い
ま
す
。

▽
認
定
こ
ど
も
園
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
6
月
の
歯
と
口
の
健
康

週
間
に
、『
歯
の
お
話
』
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

歯
の
健
康
診
査
と
同
時
に
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
指
導
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。こ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
指
導
は
、

歯
科
健
康
診
査
と
セ
ッ
ト
で
小
学
校

入
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
10

年
間
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ッ
化
物
塗
布

　

1
歳
6
か
月
～

3
歳
7
か
月
の
幼

児
に
、
健
診
時
希

望
者
に
１
回
５
０
０
円
で
フ
ッ
素
塗
布

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
繰
り

返
し
塗
布
す
る
こ
と
で
歯
質
を
強
く

し
、
む
し
歯
に
な
り
に
く
く
し
ま
す
。

し
か
し
、
フ
ッ
素
を
塗
布
し
た
だ
け
で

　

本
町
の
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
は
、

県
の
平
均
と
比
べ
て
も
有
病
者
率
が
高

い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
た

な
課
題
と
し
て
噛
み
合
わ
せ
の
悪
い
子

ど
も
の
増
加
や
早
い
年
齢
か
ら
の
お
菓

子
・
ジ
ュ
ー
ス
の
摂
取
が
目
立
ち
ま
す
。

甘
い
物
や
酸
の
強
い
物
を
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
し
た
場
合
は
、
口
や
歯
の
環
境

が
む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。特
に
子
ど
も
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
、

利
き
手
側
の
歯
が
磨
け
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
子
ど
も
の
歯
磨
き
で
磨
け
て
い

な
い
と
こ
ろ
を
保
護
者
が
き
ち
ん
と
磨

い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

※
「
有
病
者
率
」
…
受
診
者
全
員
に
対

す
る
、
む
し
歯
が
あ
る
子
の
割
合

6 月 4日～ 10日は 「歯と口の健康週間」

　「新温泉町のこどもたちの歯は
徐々に良くなっています」　

　毎年この週間は、歯と口の健康に関する正しい知識を広めるとともに、歯の病気の予防に関する正しい
習慣を身につけたり、病気の早期発見、早期治療をすることにより歯の寿命を延ばし、健康を保持増進す
ることを目的としています。歯や口の健康は、健康に生きる力を支えています。

▼問合せ　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940

1歳6か月児歯科健診における有病率（％）

3歳児歯科健診における有病率（％）
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町政のうごきから
全
く
む
し
歯
に
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
で
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
常
の
歯
磨
き
や
仕
上
げ
磨
き
、
規
則

正
し
い
食
生
活
は
と
て
も
大
切
で
す
。

◆
「
歯
っ
ぴ
ー
賞
」
の
表
彰
を
実
施

　

前
年
度
の
３
歳
児
歯
科
健
診
時
に

む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児
を
対
象
に
、

「
歯
っ
ぴ
ー
賞
」
の
表
彰
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
受
賞
者
は
72
人
で
し
た
。

母
子
推
進
員
だ
よ
り
（
６
月
号
）
と
あ

わ
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
妊
婦
歯
科
検
診
費
用
を
助
成

　

妊
娠
期
に
は
、

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
や

つ
わ
り
に
よ
る
歯
磨
き
不
足
な
ど
が
原

因
で
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
状
態
と

な
り
ま
す
。
歯
周
病
菌
に
よ
っ
て
子
宮

の
収
縮
が
早
ま
り
、
早
産
や
低
出
生
体

重
児
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
本
町
で
は
妊
娠
中
の
歯
科
検
診

一
回
分
の
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
安
定
期
に
入
っ
た
ら
必
ず
歯
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
総
合
健
診
時
に
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施

　
（
対
象
は
20
歳
以
上
、
無
料
、
当
日
申
込
み
可
）

　

症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を

受
け
る
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
在
宅
寝
た
き
り
訪
問
歯
科
事
業

　

歯
科
通
院
が
困
難

な
在
宅
療
養
者
へ
町

が
初
回
の
訪
問
治
療

費
を
助
成
し
ま
す
。

む
し
歯
や
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
た

り
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
た
ま
ま

放
置
し
て
お
く
と
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
お
口
の
状
態
が
よ

く
な
り
、
好
き
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
、

大
き
な
口
で
会
話
が
で
き
る
こ
と
は
、

生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

噛む効果は、「ヒミコノハガイーゼ」
　よく噛むことによって、食べ物の消化を助けたり、脳
を刺激して発達を促したり、病気の予防をしたり、様々
な効果をもたらします。「卑弥呼の歯がいーぜ！」は、
噛むことのメリットを表した標語です。

ヒ
肥満を防ぐ
…ゆっくりよく噛んで食べることで、食べ過ぎ
を防ぎ、肥満防止につながります。

ミ
味覚の発達
…食べ物の形や固さを感じることができ、味が
よくわかるようになるなど味覚が発達します。

コ

言葉の発音がはっきり
…口の周りの筋肉をよく使うことで、あごの発
達を助け、表情が豊かになったり、言葉の発音
がきれいになったりします。

ノ

脳の発達
…脳に流れる血液の量が増えるので、子どもは
脳が発達し、大人は物忘れを予防することがで
きます。

ハ

歯の病気を防ぐ
…よく噛むと、唾液がたくさん出ます。唾液に
は食べ物のカスや細菌を洗い流す作用もあり、
むし歯や歯肉炎の予防につながります。

ガ

ガンを防ぐ
…唾液に含まれるペルオキシダーセという酵素
が、食品の発ガン性を抑えるので、ガンの予防
につながります。

イー
胃腸の働きを促進する
…消化を助け、食べ過ぎを防ぎます。また胃腸
の働きを活発にします。

ゼ

全身の体力向上と全力投球
…「ここ一番」力が必要なとき、ぐっと力を入
れて噛みしめたいときに、丈夫な歯がなければ
力が出ません。よく噛んで歯を食いしばること
で、力がわき、 日常生活への自信も生まれます。

よく噛むことはとても大切です！

よく噛んで食べるための工夫

◇急いで食べない
　ゆっくりと味わって食べましょう。食
べ物によって噛みごたえは違います。
　ひと口 30回を目安によく噛んで食べ
ましょう。

◇飲み物で流しこまない
　食べ物が口の中にある時は、飲み物を
摂らないようにしましょう。飲み物で
流し込んでしまうと、食べたものが細
かくらないうちに胃に送られてしまう
ので消化によくありません。

◇噛むための食品

魚介類 するめ、煮干、小魚、桜えび、海藻類（こ
んぶ、わかめ、ひじき）、貝類

根菜類 ごぼう、れんこん、たけのこ、にんじん、
大根

葉物野菜 ほうれんそう、小松菜、春菊
果物 りんご、なし

いも・豆類 さつまいも（干しいも）、大豆、いんげ
ん豆、枝豆

乾物 切り干し大根、かんぴょう、高野豆腐
ナッツ類 ごま、ピーナッツ、アーモンド、くるみ
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6
月
23
日
～
29
日
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す

  
走
り
出
せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
今

広報しんおんせん（6月号）

H30（2018）.6.14

　

6
月
23
日
（
土
）
か
ら
6
月
29
日
（
金
）
ま
で
の
1
週
間
は
、『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す
。

こ
れ
は
、
平
成
11
年
6
月
23
日
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
の

を
記
念
し
て
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

　

本
町
で
は
、
昨
年
度
に
第
3
次
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、『
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

「
自
分
ら
し
く
」
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
』『
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
共
に

責
任
を
担
う
社
会
』
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
町
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の

ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

第
3
次
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
で
は
、
5
つ
の
基
本
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
１　

人
権
を
尊
重
し
た
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く
り

基
本
目
標
２　

男
女
が
お
互
い
の
意
見
を
反
映
し
活
躍
で
き
る
状
況
の
実
現

基
本
目
標
３　

仕
事
・
家
庭
を
地
域
で
支
え
合
う
調
和
の
と
れ
た
社
会
づ
く
り

基
本
目
標
４　

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
の
取
組　

　
　
　
　
　
　

～
新
温
泉
町
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
対
策
基
本
計
画
～

基
本
目
標
５　

み
ん
な
で
プ
ラ
ン
を
進
め
る

　

こ
の
基
本
目
標
を
基
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
行
政
情
報
→
各
種
計

画
→
第
3
次
男
女
共
同
参
画
社
会
プ
ラ
ン
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町政のうごきから

◎
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
よ
う
に
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に

と
ら
え
る
意
識
か
ら
生
じ
る
様
々
な
男
女
差
別
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い

ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
男
性
と
女
性
を
平
等
（
全
く
同
じ
）
に
扱
う
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
体
の
つ
く
り
、
筋
力
な
ど
根
本
的
に
異

な
る
か
ら
で
す
。
労
働
基
準
法
で
も
、
妊
産
婦
ま
た
そ
の
他
の
女
性
に
対

し
て
就
業
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
人
の
で
き
る
範
囲
は

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
相
手
の
事
を
知
り
、
楽
し
い
家
庭
・
職
場

に
し
ま
し
ょ
う
！

　
（
平
成
30
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）
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町政のうごきから

　シルバー人材センターの会員が、町からの依頼を受けて、
援助を必要とする高齢者へ家事援助サービスを実施してい
ます。「料理や掃除が得意！」「空いている時間で家事の仕
事がしたい！」「買い物ぐらいだったら手伝えそう」など
など、できることから一緒に始めてみませんか？

◆家事援助サービスとは◆

少しお体の動きにくくなった方（介護保
険制度で「要支援」程度）に対する、週
に１～２回程度の頻度で、1時間以内に
できる身の回りの掃除、洗濯、調理、買
い物、薬の受取りなどの支援です。

※この仕事に従事するためには、シル
バー人材センターの会員登録と、事前
の研修会（２回とも）への参加が必要
となります。
　従事者研修を香美町で受講されても新
温泉町で従事することは可能です。す
ぐに従事することをご希望の方は、今
回の研修会を受講されることをお勧め
します。

▼研修日時、講義内容

研修日時 講義内容

【１回目】

  7 月 30 日（月）

  午前 10時～正午

①介護予防、健康づくりとは

　講師：但馬長寿の郷　理学療法士

②家事援助サービスとは

　講師：香美町　福祉課職員

【２回目】

  8 月 6日（月）

  午前 10時～正午

①認知症の正しい理解と接し方

②訪問するための心構え

　講師：香美町　福祉課職員

※新温泉町での研修会は、11 月 21 日（水）、28 日（水）に実施予定です。

　日程等詳細は、後日広報でお知らせします。

家事援助スタッフ募集 !!

従事者研修会のご案内

▼と  こ  ろ　香美町役場（香美町香住区）
▼受  講  料　無料
▼対  象  者　シルバー人材センターの会員・非会員を問わずに 60歳以上で働く意欲のある方
▼申込期限　7月 20日（金）
▼申  込  先　（公社）美方郡広域シルバー人材センター　℡ 99-2828

▼問合せ　地域包括支援センター　℡ 82-5623　

　地域包括支援センターからのお知らせ
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

937-40/1037 中山農
地・水路（合併）復
旧工事

湯 農地復旧工L=12ｍ、水路復
旧工L=12m 2,505,600 平成 30年 4月 20日 ～ 

平成 30年 12月 25日
立道建設㈱

浜坂体育センター照
明設備修繕工事

浜坂 照明設備修繕 1式（マルチハ
ロゲン灯方式→LED方式） 3,019,464 平成 30年 5月 14日 ～ 

平成 30年 7月 31日
㈲いまき

（平成 30年 4月 16日～平成 30年 5月 15日契約分）

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

  

お
礼
品
の
拡
充
を
開
始
し
ま
し
た

　

5
月
28
日
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
お
礼
品
（
返
礼
品
）
を
拡
充
し
、

松
葉
ガ
ニ
・
浜
坂
ち
く
わ
・
湯
村
温

泉
旅
館
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
本
町

の
魅
力
が
伝
わ
る
も
の
で
、
地
域
産

業
の
振
興
に
つ
な
が
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
寄
付
金
額
に
応
じ
て
用
意
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
礼
品
は
順
次
、
追
加
・

更
新
を
行
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
お
礼

品
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

管
財
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
寄
付
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

◇
「
さ
と
ふ
る
」
の
新
温
泉
町
紹
介
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.satofull.jp/tow

n-shinonsen-hyogo/　

※
お
礼
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

町政のうごきから
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広報しんおんせん（6月号）

兵
庫
県　
　
　
　

　
　

功
労
者
表
彰

◎
健
康
功
労

　

浜
辺

樹
さ
ん
（
浜
坂
）

　
　

前
美
方
郡
医
師
会
会
長

長
年
の
ご
功
績
を
讃
え
顕
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

瑞
宝
単
光
章　

◎
警
察
功
労　

　

仲
山
久
男
さ
ん
（
二
日
市
）

　
　

元
兵
庫
県
警
部
補

︿
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
紹
介
﹀

▼
移
住
定
住
促
進
担
当

　

壷
井
幸
二

移住生活を夢見て、大阪
府羽曳野市から参りまし
た。新温泉町では立場を
変えて移住定住促進業務
を担当いたします。

春
の
叙
勲　
　
　
　

　
　

旭
日
単
光
章　

◎
農
業
振
興
功
労　

　

川
元
勝
利
さ
ん
（
熊
谷
）

　
　

元
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
会
長

　
（
6
月
1
日
執
筆
）

　

1
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
建
物
火
災

が
5
件
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

以
前
か
ら
言
葉
が
不
明
瞭
で
分
か
り
に

く
か
っ
た
緊
急
放
送
を
見
直
し
ま
し

た
。
改
良
後
は
、
自
然
で
分
か
り
や
す

い
音
声
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
の
午
前
中
、

温
泉
総
合
支
所
で
勤
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
遠
慮
な
く
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

5
月
24
日
、
多
く
の
文
化
人
を
輩
出

し
て
い
る
諸
寄
地
区
が
北
前
船
の
寄
港

地
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
地
区
の
整
備
を
進
め
、
町

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

5
月
27
日
、
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
３
２
３
６
人
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
た
だ
い
た

方
々
並
び
に
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
参
加
さ
れ
た

方
々
と
の
会
話
を
通
し
て
町
の
良
い

点
、悪
い
点
が
見
え
て
く
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
交
流
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

5
月
28
日
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
お
礼
品
を
拡
充
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
申
込
み
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
地
域
の
特
産
物
を
お
返
し
す
る

こ
と
で
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
町
外
、
県
外
の
皆
様

に
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。新

温
泉
町
長
　
西
村
銀
三

　

今
月
号
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん

へ
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
を
町
長

が
お
伝
え
す
る
「
こ
ち
ら
町
長
室
」

の
連
載
を
始
め
ま
す
。

※
「
こ
ち
ら
町
長
室
」
の
動
画
（
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
版
）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
『
町
長
の
部
屋
→
こ
ち
ら
町

長
室
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
）』
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。



14広報しんおんせん（6月号）
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

128
―

平
成
30
年
度
の
目
標
と
活
動
計
画
を
策
定

そ
の
他
独
自
活
動
と
し
て
…

◆
高
齢
者
大
学
講
師
派
遣

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
年
度
も
高
齢
者

大
学
へ
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

◆
食
育
体
験
事
業

　

本
年
度
も
実
施
予
定
で
、
現
在
計
画
中
で

　

す
。

◆
え
ご
ま
試
験
栽
培

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
実
証
圃ほ

に
よ
り
試

　

験
栽
培
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
も
「
平
成
30
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
に
向
け

た
活
動
計
画
案
」
を
作
成
し
、
5
月
23
日
開
催
の
第
5
回
総
会
に
て
議
決
し
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用

集
積
・
集
約
化

◆
現
状
・
課
題

▽
貸
手
・
借
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
強
化

▽
集
落
営
農
組
織
の
育
成
、
推
進

◆
活
動
計
画

▽
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
や
「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
等
と
連
携
し
、
農
地
利
用
集
積
に
向

け
た
掘
り
起
こ
し
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

▽
町
広
報
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
で
利
用

集
積
関
係
各
制
度
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

新
た
な
農
業
経
営
を
営
も

う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

◆
現
状
・
課
題　

地
域
特
性
的
に
営
農
条
件

が
不
利
な
状
況

◆
活
動
計
画　

再
生
協
議
会
や「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」等
に
参
画
し
て
、
参
入
に
向
け
た

支
援
制
度
等
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

◆
現
状
・
課
題　

山
間
部
を
中
心
に
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
、
鳥
獣
害
等
に
よ
り
遊
休
農

地
が
増
加

◆
活
動
計
画

▽
農
地
・
農
政
部
会
を
中
心
に
遊
休
農
地
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

▽
農
業
委
員
全
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。

▽
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
担
当
地
区
内
の
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
ま
す
。

違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

◆
現
状
・
課
題

▽
制
度
の
周
知
・
徹
底

▽
無
断
転
用
の
未
然
防
止

◆
活
動
計
画

▽
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。

▽
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

の
担
当
地
区
内
の
監
視
を
強
化
し
、
指
導

　

を
行
い
ま
す
。

▽
制
度
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

え
ご
ま
栽
培
研
修
会
を　

　
　
　
　

   

開
催
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
え
ご
ま
」
の
試
験
栽
培
・
普
及
活
動
に
独

自
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
栽
培
面
積
の
拡

大
に
向
け
、
4
月
25
日
、
浜
坂
多
目
的
集
会

施
設
で
栽
培
研
修
会
を
開
催
し
、
町
内
の
農

家
や
関
係
団
体
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

新
温
泉
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り

「
え
ご
ま
」
の
特
徴
や
品
種
、
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
積

極
的
に
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に
研
修
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
「
え
ご
ま
」

の
生
産
技
術
や
知
識
の
向
上
、
販
売
に
向
け

た
研
究
を
行
っ
て
い
く
『
新
温
泉
町
え
ご
ま

研
究
会
』
に
つ
い
て
参
加
者
の
賛
同
を
い
た

だ
き
、
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

今
後
は
、
こ
の
研
究
会
を
中
心
に
普
及
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
昨
年
度
と

同
様
に
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
え
ご
ま
」
に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
農
業
委
員
会
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0948

　綺麗に草刈りがされた初夏の農道。水田に映っ
た青空や白い雲が遠くまで続いています。向こう
田んぼの畔伝いに 4羽 5羽と佇んでいるのは渡
り鳥のアマサギでしょうか。首元や羽の一部がク
リーム色に染まっているのでそれとわかります。
足元から不意に飛び跳ねるカエル、水路沿いに飛
んでいく青いイトトンボ、あぜ道に咲く草の花を
眺めながら歩く休日のひと時に、今年も良い季節
を迎えられた嬉しさを感じます。黄色や白、青紫
や赤紫の小さな花たちがあちらこちらで群落を作
り、いきいきとして咲いています。
　赤紫色に染まっている野辺の一角に近寄ってみ
ると、ニワゼキショウ ( 庭石菖 ) でした。これは
北米原産の帰化植物で、日本へは明治中期に渡来
したと言われるアヤメ科の一年草です。日当たり
の良い空き地や道端などでよく見られる野草で、
葉は扁平で幅 2～ 3mm、花茎は 10 ～ 20cm で
茎先に径 13㎜ほどの花をつけます。花弁は 6枚
で花色は白または淡紅紫色があり、花弁の基部は
紫色の筋で染まり、先は急に狭くなり尖っていま
す。中心のおしべ 3本は下半部で合着して花柱
を包んでおり、黄色い腺毛が生えています。花は
受粉するとしぼむ一日花で、さく果は球形で径 3
㎜、熟すと下向きになり、3裂して種子を飛ばし
ます。
　別名は、ナンキンアヤメ ( 南京文目 )。花言葉
は『愛らしい人』『きらめき』など。ぴったりの
言葉と思います。　
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ニワゼキショウ
（アヤメ科）

 野草散歩（90)

国民年金保険料免除制度について 
　所得の減少や失業等の経済的な理由で保険料を納付
することが困難な場合、申請して承認されると保険料
の納付について全額または一部が免除される「申請免
除制度」と、保険料の納付が猶予される「納付猶予制度」

（50 歳未満の方が対象）があります。
　平成 30 年度の免除等の受付は、7 月 1 日から開始さ
れ、平成 30 年 7 月分から平成 31 年 6 月分までの期間
を対象として審査を行います。
　また、申請ができる過去期間については、2 年 1 カ
月前までになります。失業等により保険料を納付する
ことが経済的に困難になったものの、申請を忘れてい
たために未納期間を有している方等は、一度、年金事
務所または役場町民課（℡ 82-5621）へご相談ください。
◎申請免除制度
　全額免除、4 分の 3 免除、半額免除、4 分の 1 免除
があります。
◆対象者　本人・配偶者・世帯主の全員が次のいずれ
　かの要件に該当する方
①前年所得が政令で定める額以下の方
②申請する年度または前年度において、失業・倒産・
　事業の廃止のあった方
③障がい者または寡婦であって、前年所得が 125 万円
　以下の方
④生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている方
⑤特定障がい者に対する特別障害給付金を受けている方

◎納付猶予制度
　50 歳未満の方を対象に保険料の納付期間を猶予する
制度です。10 年以内に保険料を納めない場合、年金を
受けるための資格期間には入りますが、受給額には反
映されません。
◆対象者　50歳未満の本人・配偶者（配偶者の年齢は
　問いません）が、申請免除制度の対象者の①～④の
　いずれかに該当する方

◎申請免除・納付猶予の手続き
　役場町民課もしくは温泉総合支所地域振興課の窓口
へ、次のものをご持参ください。
▽基礎年金番号のわかるもの（年金手帳、納付書等）
▽印鑑
▽失業等を理由とするときは、失業していることを確
　認できる公的機関の証明の写し（雇用保険受給資格
　者証、離職票、退職辞令等の写し）



H18（2006）.4.13

 

「6月のおすすめの本」
ご案内

伝えていきたいわが家の保存食レシピ
　石原洋子著/朝日新聞出版

　旬の食材で保存食を作り、食卓で季節
を感じてみませんか？桃のコンポート、
いちごジャム、新しょうがの甘酢漬け、
梅酒・・・春夏秋冬の保存食をはじめ、
手軽にできる野菜の常備菜やオリジナル
調味料、肉の保存食など、初心者にもわ
かりやすいレシピで掲載。

家の中のすごい生きもの図鑑
久留飛克明著/山と渓谷社

　家の中にすむ様々な生きもの64種が、
生息場所、嫌いなもの、好きなものなど
日々の暮らしぶりを関西弁で語ります。
「正体不明でちょっと怖い」が解消され、
生態を知ることで生きものたちとの付き
合い方がよくわかり、思わず人に話した
くなる雑学も満載。

青空と逃げる
辻村深月著/中央公論新社

　父が関わった事故が原因で東京を追われ
ることになった母と息子。父は失踪し、不
安と恐怖を抱えながらも息子を守るために
心を強くしていく母と、居場所を転々とし
ていく中で否が応にも大人びていく息子の
二者の目線から描かれる家族の成長と再生
の物語。

となりの火星人
工藤純子作 / 講談社

　他人の気持ちがわからなくて「空気が
よめない」と悩んでいる子。不安になる
とパニックになる子。感情がコントロー
ルできない子。様々な「困っている」を
抱えた 5人の子どもたちが、スクールカ
ウンセラーや家族、友だちの支えによっ
て自分を好きになっていく連作ものがた
り。

あめのひ
サム・アッシャー作・絵 / 徳間書店

　あさから雨がふってる日、おじいちゃ
んは「家にいなさい」と言うけれど、ぼ
くは雨の中で遊びたいんだ。雨やんだか
な？…まだふってる！水かさがどんどん
増えて、一体どうなるのでしょう。雨の
日が楽しくなるファンタステックな絵本。

広報しんおんせん（6月号） 16

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

鳥取大学サイエンス・アカデミー    
図書館でライブ中継による聴講がで
きます。
◆6月23日（土） 午前10時30分～正午
　『地方創生は文化力で～創造性が

地域をつくる』 （講師：地域学部特
命教授  野田邦弘さん）

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆6月23日（土）　午後2時～
　『だいすきだよ』 他
◆7月14日（土）　午後2時～
　『ホットケーキのおうさま』 他
大人が楽しむおはなし会    
文学作品の一部分や美しい詩や俳
句、早口言葉などを皆さんで楽しみ
ながら一緒に音読してみましょう。
◆7月27日（金）　午前10時30分～
　『吉田兼好　徒然草』 他
休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
＊リクエストや予約したい本がありま
したら気軽にお問い合わせください。

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

7 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

は休館日
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H30（2018）.6.14

広報しんおんせん（6月号）

　
　
　
　
　

 

　

◎
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

▽
連
絡
先　

℡
92
‐
２
０
７
０（
直
通
）

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　と

か
ち
鹿し

か
お
い追

ジ
オ
パ
ー
ク

　

と
か
ち
鹿
追
ジ

オ
パ
ー
ク
は
、
北

海
道
十
勝
平
野
の

北
西
部
の
鹿
追
町

全
域
を
エ
リ
ア
と

し
て
い
ま
す
。
こ

の
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
国
内
で
唯
一

『
凍し
ば

れ
』
を
テ
ー

マ
に
、
凍
れ
が
作

り
だ
し
た
地
形
や
生
き
物
、
寒
冷
地
の

く
ら
し
や
産
業
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
大
地
は
、
今
か
ら

約
１
０
０
万
年

前
～
1
万
年
前

に
繰
り
返
さ
れ

た
火
山
活
動
に

よ
っ
て
作
り
上

げ
ら
れ
た
小
さ

な
溶
岩
ド
ー
ム

が
い
く
つ
も
あ

▼
問
合
せ
　
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 97

　

平
成
29
年
5
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
７
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
43
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

り
、
川
が
堰せ

き
止
め
ら
れ
て
然し
か
り
べ
つ
こ

別
湖
が

誕
生
し
ま
し
た
。
溶
岩
ド
ー
ム
周
囲
に

は
永え
い
き
ゅ
う
と
う
ど

久
凍
土
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
氷
河

期
の
風
穴
や
流
れ
山
地
形
、
爆
裂
火
口

の
跡
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
町
は
、
国
内
有
数
の
食
糧
基
地

十
勝
平
野
の
中
で
も
、
肥
沃
で
広
大
な

大
地
で
酪
農
と
畑
作
を
中
心
と
し
た
農

業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
凍
れ
を
活

用
し
た
農
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
の
北
部
に
は
大
雪
山

国
立
公
園
が

あ
り
、
然
別

湖
な
ど
自
然

環
境
や
温
泉

を
楽
し
み
に

多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る

ジ
オ
パ
ー
ク

で
す
。

▲十勝平野と鹿追町▲溶岩ドームと永久凍土

▲冬の平原

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ｔ
さ
ん
（
70
歳
）
女
性

　
「
総
合
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
通
告
の
お
知
ら
せ
」
と
国
の
機
関
名

で
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。「
利
用
し
て
い

る
運
営
会
社
か
ら
契
約
不
履
行
の
民
事

訴
訟
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
連
絡
が
な

い
場
合
は
原
告
側
の
主
張
が
受
理
さ
れ

給
与
や
不
動
産
の
差
し
押
さ
え
が
履
行

さ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
心
配
し
、
す
ぐ
に
連
絡
す
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
電
話
を
か
け
た
が
話
し

中
ば
か
り
で
つ
な
が
ら
な
い
。
訴
訟
さ

れ
る
と
困
る
の
で
連
絡
を
取
る
方
法
は

な
い
か
。

■
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

過
去
に
利
用
し
た
業
者
へ
の
未
払
い

が
あ
る
と
思
わ
せ
「
裁
判
所
に
訴
状
が

提
出
さ
れ
た
」「
給
与
・
動
産
・
不
動

産
の
差
し
押
さ
え
」
な
ど
と
脅
か
し
て

不
安
に
さ
せ
た
う
え
で
、
訴
訟
の
取
り

下
げ
の
相
談
を
さ
せ
る
よ
う
に
誘
導
し

て
い
ま
す
。
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
個

人
情
報
が
わ
た
り
、
心
当
た
り
の
な
い

請
求
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。絶
対
に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
電
話
を
か
け
る
と
…

　

電
話
を
か
け
る
と
弁
護
士
を
名
乗
る

も
の
を
紹
介
さ
れ
た
り
、
威
圧
的
な
脅

迫
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
最
終

的
に
コ
ン
ビ
ニ
等
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
で
高
額
な
お
金
を
支
払
う
ケ
ー
ス
が

報
告
さ
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
内
で
も
高

額
な
支
払
い
を
し
た
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

公
的
機
関
や
大
手
通
販
サ
イ
ト
な
ど

の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
名
称

な
ど
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
家
族
や
知
人
、

信
用
で
き
る
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
料
金
の
訴
訟
の
お
知
ら
せ
!?



まちの求人案内

平成 30年 5月 21日現在

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0136

　（常　用）

　（パート）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）
北但西部森林組合 森林技術者 不問 164 ～ 201

（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院
看護師 18以上 200 ～ 220
准看護師 18以上 200 ～ 210
給食調理員 不問 142

㈱マルワ渡辺水産

旅館の営業 不問 350
営業部長兼支配人 不問 250 ～ 400
水産部バイヤー 不問 200 ～ 400
工場内管理業務 不問 180 ～ 250
ルート配送業務 不問 250 ～ 400
配膳係 不問 156 ～ 208

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 40 以下 160 ～ 250
浜坂郵便局 郵便配達 不問 159 ～ 253
㈱ハマコン 測量士 59 以下 158 ～ 270

日本精機宝石工業㈱ 生産作業 18 ～ 40 141 ～ 149
事務職 18以上 141 ～ 149

㈱たじみや 事務職 18 ～ 40 180 ～ 200

フジッコ㈱ 製造職 18 以上 151 ～ 168
スタッフ 18 ～ 35 170 ～ 250

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 45 以下 162 ～ 324

株本建設工業㈱
営業 不問 250 ～ 350
土木技術者 59 以下 250 ～ 400
土木作業員 不問 194

㈲西浦建築 大工 不問 260 ～ 380

㈲山米鮮魚
水産加工員 不問 155 ～ 230
一般事務職 40 以下 160 ～ 230
販売員 不問 160 ～ 180

㈱関西開発測量事務所 測量設計調査 不問 180 ～ 240
㈱田中工業所 配管工 18 以上 180 ～ 250

にーず 看護職 不問 173 ～ 208
介護職 不問 149

グループホームありがとう 介護員 18 以上 136 ～ 160
㈱大有工舎 現場監督 不問 185 ～ 350
平和焼肉 調理補助・接客 18 以上 200 ～ 250
㈱マル海渡辺水産 事務員 18 以上 180 ～ 210
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200

山陰道路㈱ 電気設備工事施工 18 以上 170 ～ 320建築施工管理 18 以上
㈲富士建設 土木作業員 18 以上 195 ～ 276
乙野運送㈱ 運転手 18 以上 165 ～ 296

㈱スタミナフードサービス 店舗管理 不問 350
接客・調理業務 不問 250

石匠　眞心庵 石材施工員 不問 143 ～ 205
ぷろじぇくと Plus 障がい者就労・生活支援 不問 154
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205

（温泉地域）

㈱井筒屋 客室スタッフ 18 ～ 60 229 ～ 249
料飲スタッフ 18 ～ 60 165 ～ 261

全但バス㈱ バス運転手 18 ～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18 ～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
介護職 18以上 192 ～ 227
管理栄養士 18以上 174 ～ 203

㈱西沢製作所 溶接工 18以上 146
㈲清美社 下水道維持管理他 18 以上 155 ～ 250
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 210

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
調理 18 ～ 59 230 ～ 300

（同）いなば 警備員 18以上 151 ～ 260

赤坂土建㈱ 土木技術者 18以上 200 ～ 300
一般土木作業員 不問 184 ～ 276

富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 18以上 156 ～ 195

ハートフル 理学療法士 不問 210 ～ 270
看護師・准看護師 不問 220 ～ 300

㈱警備ひゃく 交通警備 18以上 143 ～ 164
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 18 以上 147 ～ 156
㈱湯村温泉愛宕山観光 スキー場・旅館運営 18 以上 145 ～ 160
アイアンドエフ・ビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

レストランスタッフ 45 以下 188 ～ 259
調理 45以下 208 ～ 280

㈱光商会 ガソリンスタンドスタッフ 59 以下 154 ～ 258

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
たじま農協 訪問介護員 不問 1,080 ～ 2,400
兵庫県厚生農業協同組合連合会 臨床検査技師 不問 1,526 ～ 1,700

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
店内係、惣菜係 不問 1,000
レジ係 不問 1,200
接客・配膳係 不問 900～ 1,200

吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 850 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 850 ～ 1,000
販売員・フロアースタッフ 不問 850 ～ 1,200

㈲山米鮮魚 販売・加工 不問 850 ～ 900
事務職 不問 850 ～ 1,000

㈲西浦建築 設計業務 不問 850 ～ 900
㈱北兵庫 運転手 18 以上 844

フジッコ㈱ 製造職 不問 845 ～ 850
作業員 不問 844

㈱コメリ 販売員 不問 844
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950

にーず 訪問介護職 不問 850
看護職 不問 1,100

きずな訪問看護リハビリテーション 看護師・准看護師 64 以下 1,200 ～ 1,400
㈱スタミナフードサービス 接客・調理業務 不問 1,000
杉本生花店 配送業務 不問 844

（温泉地域）

㈱井筒屋

食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
浴場管理 18 以上 850
まかない調理 不問 850

湯快リゾート㈱

フロント予約、レス
トラン、キッチン、
施設管理、洗い場、

不問 850 ～ 950

清掃、送迎運転 不問 850 ～ 900
ナイトフロント 18 以上 850 ～ 900
売店スタッフ 18 以上 850

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,300 ～ 1,500
介護職 不問 950 ～ 1,100

㈱湯村温泉愛宕山観光 事務業務 不問 845～ 875
㈱マルワ渡辺水産 配膳・接客係 不問 1,000
ゴダイ㈱ 販売・陳列他 不問 850 ～ 950
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,300
ケービックス西日本㈱ ホテル内業務 不問 845
特別養護老人ホームゆむら 介護員 18 以上 950 ～ 1,050
㈱西沢製作所 補助作業員 不問 850 ～ 870

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
沢田医院 医療事務 不問 160 ～ 200

立道建設㈱
現場監督員 18 ～ 64 230 ～ 346
重機運転手 18 ～ 64 184 ～ 300
土木作業員 18 ～ 64 184 ～ 230

小林商事㈱ 整備士 不問 180 ～ 380
㈱コメリ 販売・店舗運営職・幹部候補 35 以下 162 ～ 224

特別養護老人ホームゆむら 介護員 18以上 191 ～ 211
看護師 不問 199 ～ 264

井上自動車整備㈱ 自動車整備等 18 ～ 35 145 ～ 200
㈱温泉町夢公社 調理・調理見習 不問 150 ～ 160
森脇牧場 畜産業 35以下 170 ～ 220

　（常　用）

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期的に求
人情報が届き、閲覧ができます。

▼開館時間　午前8時30分～午後8時（※土・日・祝日は休館）
▼問  合  せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735
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第４回　テーマ「高齢者の人権」
▼とき　9月 26日（水）午後 7時～ 8時 30分
▼内容
◇人権ビデオ『「認知症の人の心を感じて」～もし、
　自分が認知症になったら～』視聴

◇講話とまとめ（人権啓発指導員：西口正男さん）

H30（2018）.6.14

広報しんおんせん（6月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

平成 30年度 住民交流学習 「人権講座」 が始まります
第３回　テーマ「女性の人権」
▼とき　8月 22日（水）午後 7時～ 8時 30分
▼内容　
◇人権ビデオ『「あした咲く」～ともに輝ける社
　会をめざして～』視聴

◇講話とまとめ（人権啓発指導員：河越智子さん）

第１回　テーマ「 同和問題」
▼とき　6月 27日（水）午後 7時～ 8時 30分
▼内容
◇人権ビデオ『差別を問うた 20年／ 29の証言』
　視聴

◇講話とまとめ（人権啓発指導員：中村勝明さん）

『なんで仕事ないねん。学校行ってないんです。家
に金ないんです。なんで家に金ないねん。仕事ないん
です。そこに部落差別があったんです』『差別にとっ
て一番の問題は差別をしている人間が差別だと気づか
ないことなんです』『差別は人と人の関係をばっさり
切ってしまう。人を殺すこともあるんです』『無知と
無関心と無自覚が差別の温床』など、当事者たちが自
ら出演し本質を語ってきた 29巻のビデオシリーズの
語り部たちの至言を網羅し、部落問題とは何かを問い
かけています。

女性が輝く社会の実現に向けて平成27年8月に「女
性活躍推進法」が成立しました。しかし、現状は職場
や地域での女性の能力発揮のための環境整備や意識改
革は十分でなく、女性の家事、育児、介護における負
担も多い状況です。このため、私たち一人ひとりがこ
のような課題に目を向け、性別に関わらずその個性と
能力を十分に発揮し、共に輝ける社会をめざしていか
なければなりません。このビデオでは、それぞれの立
場ゆえの悩みや葛藤を抱えている独身会社員の妹と専
業主婦の姉が登場し、姉妹の対立、父との対話、地域
の人々とのふれあいを通して、異なる視点や価値観が
あることを訴えています。

第２回　テーマ「障がいのある人の人権」」
▼とき　7月 25日（水）午後 7時～ 8時 30分
▼内容
◇人権ビデオ『心の病と向き合う』視聴

◇講話とまとめ（人権啓発指導員：寺谷展久さん）

たとえ、病気や障がいがあっても、人は幸せに生
きる権利があります。うつ病や統合失調症など心の病
は誰でもかかる可能性のある病気です。しかし、こう
した病気に対する偏見はいまだ根強いものがありま
す。心の病に対する偏見は、患者や家族を社会から阻
害し、また、偏見によって適切な治療ができないため
に、さらに病気が悪化する場合もあります。このビデ
オは、心の病に罹患した人々や周囲の人々の日常をド
キュメントし、心の病に対する偏見について問い直し、
心の病と人権について私たちに問いかけています。

認知症になりきって認知症を演じることができる
専門的な技術を持った人のことを SPSD と言います。
このビデオでは、認知症と家族のかかわりを SPSD が
演じてみせます。家族は「嫁」「娘」「妻」の３つの事
例でかかわり方を考えます。正しいかかわり方を見せ
る映像ではありません。視聴後に講座や研修で「認知
症の人の心」について深く考えてみましょう。

第５回　テーマ「外国人の人権」
▼とき　10月 24日（水）午後 7時～ 8時 30分
▼内容
◇人権ビデオ『輝け大地に、人の心に』視聴

◇講話とまとめ（人権啓発指導員：陣在清司さん）

私たちは誰もが幸せになりたいと願っています。
しかし、現実は自分が直接かかわりのないような人権
問題には無関心であったり、自分では気づかないうち
に人権を侵害したりしていることがあります。すべて
の人の人権が尊重される豊かな社会を築くためには私
たち一人ひとりが人権問題に関心を持つとともに、正
しく理解し行動することが求められています。このビ
デオでは、小学生とその家族、日本で働く外国人の日
常生活を通して、偏見への ｢気づき｣ や「学び」の大
切さを考えます。

▼ところ　文化会館　

　文化会館では、 同和問題をはじめ、あらゆる差別・
人権侵害をなくし、お互いを大切にし合うまちづく
り をめざして、文化会館近隣 10 町内会のご協力を
いただきながら毎年人権講座を開催しています。ど
なたでも受講 （無料、事前申込み不要）できます。
ぜひ受講してください。
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　5月 8日、浜坂病院による「看護フェア」をナカケー
白川店で開催しました。このイベントは、近代看護を築
いたナイチンゲールの誕生日である 5月 12日を「看護
の日」としたことにちなんで毎年行っている事業です。
　買い物に来ていた約 50人が参加し、血圧や体脂肪率、
脳内年齢や骨密度を測定したり、測定結果をもとに病院
スタッフから食事や生活習慣のアドバイスを
受けたりするなど、自分の健康について見つ
め直す機会となったようでした。

新しい自分を見つける機会に

普段の健康管理を大切に

　5月 28 日から 6月 1日までの５日間、町内２中学校
の 2年生 127 人が「トライやる・ウィーク」に参加し、
40事業所で様々な体験活動に挑戦しました。
　ゆめっこ認定こども園では、夢が丘中の生徒 8人が
活動。各クラスに分かれて、保育の補助や園内の環境整
備作業を体験し、園児とのふれあいを楽しんでいました。
　生徒を受け入れていただいた事業所の皆さん、地域の
皆さん、大変お世話になりました。ありがとうございま
した。

広報しんおんせん（6月号）

H30（2018）.6.14

　5月 20 日、加藤文太郎山の会と加藤文太郎記念図書
館の合同企画として「蓮台山登山」が行われ、町内外か
ら 24人が参加しました。
　山の会会員の案内のもと、新温泉町と香美町にまたが
る「蓮台山（628㍍）」に登り、山頂では野鳥のさえず
りを聞きながら日本海や浜坂地域の景色などを眺めた
り、下山途中には「桃太郎岩」を見たりするなど、参加
者は新緑に包まれて健やかな一日を過ごすことができま
した。

新緑の山に登って

　5 月 6日、山陰海岸ジオパーク館が、平成 21年 9月
19日の開館から入館者 20万人を迎えました。
　記念すべき 20万人目の入館者は、広島県福山市から
家族旅行で訪れた西田さん一家。
　谷本館長らから記念証や花束、記念品（但馬ビーフな
ど特産品の詰め合わせや地元産の米）を受け取った西田
さんは、「新温泉町には初めて来た。20万人目の入館者
になれたことは光栄で、とてもいい記念になった」と喜
んでいました。

山陰海岸ジオパーク館 入館者 20 万人
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百歳おめでとうございます

　4月 28 日、浜坂多目的集会施設で、混成合唱団「し
おかぜ」が主催する「しおかぜ音楽祭」が行われました。
　合唱団はオリジナル曲やおなじみの唱歌などを披露
し、約 300 人の来場者は、美しい歌声に聞き入ってい
ました。今年は、本町出身のシャンソン歌手である岸本
悟明さんが出演し、「ラマンチャの男～見果てぬ夢」な
どを披露するとともに、団員と一緒に男声合
唱の部に参加するなど、会場を大いに盛り上
げました。

日ごろの練習成果を披露

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（6月号）

　4月 28 日、百歳を迎えられた川元久子さん（千原）
に西村町長、社会福祉協議会やすこやかクラブの代表が
祝品を届けました。川元さんは、今でも身の回りのこと
はご自身でされるほどお元気で、長寿の秘訣は “ しっか
り食べること ”。肉が好きで、魚も骨ごと食べられるそ
うです。新聞のクロスワード等のパズルを解いたり、テ
レビで野球や韓流ドラマを見たりするのが趣味だという
川元さんに百歳になられた感想を尋ねると「家族に囲ま
れ、元気でありがたいことです」と話されました。

母の日のプレゼントに
　5月 6日、浜坂先人記念館以命亭で「シーグラスアク
セサリー作り」が行われました。児童や親子連れなど
20人が参加し、町内の海岸で採集したシーグラス（波
の力で丸く削れたガラス片）を使ったストラップやネッ
クレス作りに挑戦しました。講師を務めた松岡千都さん
（浜坂）から丁寧な指導を受け、参加した子どもたちは、
工具を使って金具をつなぎ合わせる細かい作
業に悪戦苦闘しながらも、自分だけのオリジ
ナルアクセサリーを作り上げました。

　5月 3日、七釜の岸田川と田君川の合流点で、恒例の
「岸田川ヤマメ釣り教室（岸田川の環境を守る会主催）」
が開催され、今年も多くの親子連れが参加しました。
　川の生物などについて学習してから、学年ごとに分か
れて釣り教室がスタート。多くの子どもたちがヤマメや
ニジマスを釣り上げ、中には一人で 10匹以上釣り上げ
た子もいました。ヤマメの塩焼きや町婦人会による豚汁
などが振る舞われた昼食会の後には魚のつかみ取りもあ
り、参加した子どもたちは川の恵みを満喫しました。

岸田川の環境を守ろう
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広報しんおんせん（6月号）

上島プロパンは電気も
　　　　　好評取扱い

中です上島プロパンは電気も
　　　　　好評取扱い

中です

ご使用量に関わらず、ご使用量に関わらず、
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！
すべてのお客様が
関西電力よりおトク！

「ｍｙでんき」はエネオス・エッソ・モービル・ゼネラルの
ブランドで全国展開する日本一の総合エネルギー企業
（売上高１０兆円）である「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」
による電力事業です。

☎82-3110
100件中16件が切替中！
全国では740万件が切替！（4月末現在）

【広告】

お
知
ら
せ

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
期
移
行
（
65
～

69
歳
）、障
害
者
（
高
齢
重
度
障
害
者
）、

乳
幼
児
等
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
の
有
効
期
限
は
6

月
30
日
で
す
。

　

7
月
1
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新

し
い
受
給
者
証
（
あ
さ
ぎ
色
）
を
次
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
方
法　

郵
送

▼
郵
送
時
期　

6
月
下
旬

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

住
民
係　

℡
92
‐
１
１
３
１

 

年
金
相
談
を
行
い
ま
す 

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所
の

職
員
が
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
（
完
全
予
約
制
）。
年
金
加
入
、
保

険
料
の
支
払
い
、
受
給
に
関
す
る
こ
と

等
、何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

6
月
21
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
予
約
・
問
合
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
８

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

6
月
27
日
（
水
）

◇
上
島
プ
ロ
パ
ン
㈱

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
フ
ジ
ッ
コ
㈱

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

　

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

　

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

絶
対
ア
カ
ン
！
不
法
就
労
・
不

法
滞
在　

取
締
り
を
強
化
中
！

　

我
が
国
に
は
、
依
然
と
し
て
多
数
の

不
法
滞
在
者
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の

多
く
が
不
法
就
労
に
従
事
し
て
い
る
と

見
ら
れ
ま
す
。

　

安
心
し
て
外
国
人
と
共
生
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
不
法
就
労
・
不
法

滞
在
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

外
国
人
の
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
を
な

く
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

美
方
警
察
署

　

℡
82
‐
０
１
１
０
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　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　　　　　　　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
で
は
、
受
験
生
等

の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い

全
国
有
機
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

in 

ひ
ょ
う
ご

　

兵
庫
県
で
は
、
県
政
１
５
０
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
有
機
農
業
の
推
進
に

積
極
的
な
県
等
が
参
集
す
る
「
全
国
有

機
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ひ
ょ
う
ご
」
を

開
催
し
ま
す
。
本
県
が
進
め
て
き
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
育
む
農
法
等
の
有
機
農
業

の
取
組
を
広
く
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
先
進
的
な
取
組
や
技
術

を
学
び
、
有
機
農
産
物
の
新
た
な
流
通

実
態
の
理
解
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
食
を

通
じ
た
農
産
物
の
魅
力
を
深
め
、
有
機

農
業
拡
大
の
加
速
を
図
り
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
26
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
5
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ
神
戸

　
（
神
戸
市
垂
水
区
東
舞
子
町
18
‐
11
）

▼
内
容

　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
取
組
」
に
関
す

る
基
調
講
演
、
先
進
的
な
取
組
事
例

発
表
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
料
理
の
試
食

と
解
説
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
定
員　

５
０
０
名

▼
申
込
期
限　

7
月
9
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子

メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
農
林
水
産
課
・

温
泉
総
合
支
所
窓
口
に
も
備
付
け
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

nk09/kankyoforum
.htm
l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
農
業
改
良
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
２
１
０

平
成
30
年
度
と
っ
と
り
ふ
る

さ
と
元
気
塾
開
校
式

　

因
幡
・
但
馬
麒
麟
の
ま
ち
連
携
中
枢

都
市
圏
の
事
業
と
し
て
、
愛
媛
県
伊
予

市
双
海
町
で
夕
日
を
テ
ー
マ
に
地
域
の

活
性
化
に
成
功
さ
れ
た
観
光
カ
リ
ス
マ

の
若
松
進
一
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

や
、
参
加
者
が
地
域
の
課
題
や
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
元
気
塾
の
話

し
場
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
1
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
4
時
40
分

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
市
役
所
国
府
町
総
合
支
所

▼
参
加
料　

無
料
（
当
日
参
加
可
）

▼
主
催　

鳥
取
市

※
詳
し
く
は
、
鳥
取
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.tottori.lg.jp/

w
w
w
/contents/1486691126553/

index.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

と
っ
と
り
ふ
る
さ
と
元
気

　

塾
事
務
局
（
担
当
：
藤
原
）

　

℡
（
０
９
０
）
２
０
０
４
‐
９
２
２
９

た
だ
く
た
め
に
「
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
8
日
（
日
）

　

午
後
１
時
45
分
～
４
時
15
分

※
7
月
3
日
（
火
）
～
8
日
（
日
）
は

　

個
別
面
談
の
受
け
入
れ
あ
り
。

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
内
容

◇
研
究
科
の
概
要
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

　

入
試
に
つ
い
て
の
説
明

◇
施
設
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
見
学

◇
展
示
に
よ
る
大
学
院
生
の
研
究
紹
介

◇
個
別
相
談
＆
在
学
生
と
の
交
流

▼
申
込
方
法　

電
話
で
事
前
に
連
絡

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

経
営
部
学
務
課　
　

　

℡
（
０
７
９
６
）
34
‐
６
０
７
９
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初
級
手
話
教
室

　
「
手
話
っ
て
ど
ん
な
の
か
な
ぁ
…
」

と
少
し
で
も
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
気

楽
な
気
持
ち
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

３
回
連
続
講
座（
2
回
参
加
で
も
可
）

で
す
。
友
達
も
誘
っ
て
楽
し
く
手
話
を

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

▼
と
き

◇
１
回
目　

７
月
11
日
（
水
）

◇
２
回
目　

７
月
18
日
（
水
）

◇
３
回
目　

７
月
25
日
（
水
）

　

い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
8
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
講
師　

お
ん
せ
ん
手
話
サ
ー
ク
ル　

　

代
表　

谷
口
薫
さ
ん

▼
申
込
期
限　

７
月
4
日
（
水
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部

　

℡ 

82
‐
１
０
７
１　

「
ひ
ょ
う
ご
の
景
観
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
１
５
０
選
」
候
補
の
募
集

　

兵
庫
県
に
は
、
こ
れ
ま
で
県
民
や
行

政
に
よ
り
、
守
り
育
ま
れ
て
き
た
美
し

い
ま
ち
な
み
や
豊
か
な
自
然
な
ど
、
人

を
引
き
つ
け
る
魅
力
的
な
景
観
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
政
１
５
０
周
年
を
記

念
し
、
兵
庫
の
景
観
の
魅
力
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
１
５
０
箇
所
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
（
視
点
場
）
を
選
定
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
候
補
を
広
く
募
集
し
ま

す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
ビ
ュ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
、
一
般
の
方
か
ら
の
投
票
結
果

を
踏
ま
え
、
県
景
観
審
議
会
の
意
見
を

聴
い
た
上
で
選
定
し
ま
す
。
選
定
し
た

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
県
内
外
に
情
報

発
信
す
る
こ
と
で
観
光
振
興
等
に
役
立

て
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力
の

再
確
認
や
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
、
未

来
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

個
人
、
法
人
、
団
体
等
を
問
わ
ず
、

　

ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

▼
募
集
対
象（
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
要
件
）

　

兵
庫
県
内
で
、
美
し
い
ま
ち
な
み
、

お
城
な
ど
の
史
跡
、
豊
か
な
自
然
・

田
園
な
ど
を
主
と
す
る
優
れ
た
景
観

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

※
祭
り
や
風
習
そ
の
も
の
を
対
象
と
し

た
景
観
や
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
場
所
を
除
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

6
月
29
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法

　

郵
送
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
役
場
建
設
課
・
温
泉

総
合
支
所
窓
口
に
も
備
付
け
て
い
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/ks20/

view
point150.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
・
問
合
せ

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課
景
観
形
成
室　

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
２
９
９

募　

集

【広告】
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▼テーマ　地元食材・加工品を使用した逸品料理
▼対象者　町民の方はどなたでも応募できます。
※グループ可
▼応募条件
◇町内産食材・加工品を使用すること。
◇材料費は１食当たりおおむね 1,000 円以内と
　すること。
◇二次審査で発表するレシピとするため、8月頃
に入手できる食材とすること（生産時期等によ
り応募時に入手が困難な場合は、応募時点では
それに代わる食材の使用可）。 

▼審査方法
◇一次審査　書類審査
◇二次審査　審査員による試食審査（5組）
▼表彰　最優秀賞１点（記念品 1万 5千円相当）、
優秀賞１点（記念品1万円相当）、特別賞３点（記
念品 5千円相当）

▼応募方法　農林水産課にある応募用紙（町ホー
ムページからもダウンロード可）に必要事項を
記入し、料理の写真を貼り付けて提出

▼募集期間
　6 月 14 日（木）～ 7月 31日（火）
▼申込み・問合せ　農林水産課　℡ 82-5626

　地元食材を使った料理や、郷土料理、コロッケなど
の軽食等、皆さんが普段作っている料理を新温泉町の
名物料理にしませんか。

伝えたい！食べさせたい！ 地元食材を使用した

  地産地消のグルメコンテスト

平成 30 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

看護師ま
たは准看
護師

4名 看護業務 日額  9,500円 介護老人保健施設ささゆり
満65歳未満
看 護 師・ 准
看護師免許

平成30年7月1日から
平成30年9月30日まで

（更新あり）

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

介護員 4名 介護業務

資格のある方
日額  8,000円

資格のない方
日額  7,200円

介護老人保健
施設ささゆり

満65歳未満
介護福祉士資
格（資格のな
い方でも応募
可能です）

午前8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

プール監
視員 4名

プール監
視及び施
設管理業
務

日額
 6,800円

生涯教育課
（B&G海洋セン
ター）

満65歳未満
で水泳ので
きる人

平成30年7月20日から
平成30年8月31日まで

午前８時 30分～午後５時 15分
（土日勤務あり、月曜日休館）
雇用保険加入

※年齢は、平成 30年 4月 1日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　 ※免許等を要する職種については、免許等の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　6月 11日（月）から 6月 22日（金）まで
◇面接日時　6月 27日（水）午後 5時 30分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111
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　　ゴルフ場利用税は　　　
県や市町の貴重な財源です！

◆ゴルフ場利用税は、その 10 分の 7 がゴル
フ場のある市町に交付され、周辺環境の保
全等地域の行政サービスを支える貴重な財
源として役だっています。

◆税額は、ゴルフ場の規模、利用料金等に応
じて定められており、一人一日あたり 300
円～ 1,200 円になります。

◆ゴルフ場利用税が非課税となる人（申出書
等の提出と証明が必要です。）
▽ 18歳未満または 70歳以上の人
▽障がい者
▽国民体育大会に参加する選手（同大会のゴ
ルフ競技としての利用に限ります）
▽学校の教育活動としてゴルフを行う学生、
生徒、教員等

―問合せ―　豊岡県税事務所　課税第２課
　　　　　　℡（ 0796）26-3630

編
集
・
発
行
／
新
温
泉
町
役
場
　
　
〒
669-6792　

兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
浜
坂
2673-1	

  ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.tow
n.shinonsen.hyogo.jp

　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
）　
　
　
tel（

0796）82-3111（
代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
   ※
機
種
に
よ
り
一
部
ご
覧
に
な
れ
な
い
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
子
メ
ー
ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

4 月 16 日～ 5 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

住 所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

　　　●まちのうごき●　 　6月1日現在

推計人口 住民基本
台帳人口

前月比
増　減

総人口 （人） 14,048 14,745 （－ 　8）

　男 （人） 6,640 7,027 （－　2）
　女 （人） 7,408 7,718 （－　6）

世帯数（世帯） 5,202 5,717 （＋　3）

▼推計人口
　直近の国勢調査の人口を基礎に、住民基本台帳の移動
数を加減し、町内に居住していると推計される人口

▼住民基本台帳人口
　住民基本台帳に届出により記録されている町民の数

文芸誌「しんおんせん第 12 号」作品募集
　短詩型文芸作品集として毎年新温泉町文化協会
が発行している文芸誌「しんおんせん」の掲載作
品を募集します。
▼募集作品　俳句、短歌、川柳、五行歌、詩、　エッ
　セイなどいずれか１編。
※俳句・川柳は５句、五行歌は２句、短歌は５首
を一編
※詩・エッセイは、400 字詰め原稿用紙 2枚程
度を上限

▼参加費　１編につき 1,000 円
▼応募期限　7月 13日（金）
▼発行予定　9月下旬
▼冊子販売　500 円 / 冊（参加者には１冊進呈）
▼応募・問合せ　新温泉町文化協会事務局
　浜坂公民館　℡ 82-4339
　温泉公民館　℡ 92-1870


